
の
は
、
前
に
も
述
べ
た
如
く
、
そ
れ
が
四
川
の
画
像

整
の
み
特
徴
的
な
憲
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
・
ま
　
学
界
消
息

た
こ
れ
が
明
器
泥
象
に
つ
い
て
も
い
え
る
こ
と
で
あ

り
、
文
学
作
品
で
は
奴
隷
の
日
常
生
活
を
主
題
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
学
硯
究
会
関
係

た
門
億
約
」
を
産
み
出
し
た
こ
と
な
ど
と
併
せ
考
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
学
研
究
会
七
月
倒
会

る
と
き
、
何
か
そ
こ
に
漢
代
の
四
川
の
風
潮
を
窺
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
月
四
日
　
午
後
　
　
於
京
大
文
学
部
第
一
教
室
、

し
め
る
も
の
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
和
朝
廷
と
古
代
豪
族
　
　
　
　
岸
　
　
俊
男
氏

　
し
か
し
こ
う
し
た
主
題
を
扱
っ
た
も
の
は
、
全
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
…
噌
、
の
美
術
を
訪
ね
て
（
ス
ラ
イ
ド
使
胴
）

の
数
か
ら
言
え
ば
少
い
の
で
、
多
く
の
物
は
、
当
時
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
毛
利
　
久
氏

の
豪
族
の
生
活
を
霊
題
と
し
、
神
話
伝
説
を
題
材
と
　
織
田
理
事
・
水
野
理
事
●
羽
濁
評
議
員
の
学
術
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

し
て
い
る
。
こ
の
種
の
も
の
は
、
広
く
漢
の
絵
薩
を
・
　
「
京
都
大
学
イ
ラ
ン
・
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
バ
キ

考
え
る
時
、
よ
り
玉
器
麗
な
題
材
な
の
で
あ
っ
て
、
　
　
ス
タ
ソ
学
術
調
査
隊
扁
は
、
七
月
よ
り
来
る
十
一

こ
れ
も
他
の
考
古
学
遺
物
と
併
せ
考
察
す
る
と
、
そ
　
　
月
中
の
予
定
で
学
術
調
査
中
で
あ
る
が
、
本
会
理

こ
に
漢
交
化
の
普
及
度
！
そ
れ
が
或
は
点
的
な
繋
　
　
審
水
野
清
一
氏
は
隊
長
と
し
て
、
織
田
武
雄
理
事

り
で
あ
る
と
し
て
も
一
が
致
究
さ
れ
る
で
あ
ろ
　
　
は
地
理
班
、
羽
田
明
評
議
員
は
歴
史
言
語
班
と
し

う
。
た
だ
あ
れ
ほ
ど
、
二
分
達
と
身
近
か
な
農
村
の
　
　
て
参
加
さ
れ
た
。
な
お
団
貴
は
次
の
象
り
で
あ
る
。

実
態
を
取
り
上
げ
た
画
像
碑
の
制
作
者
達
が
、
こ
の
　
　
（
隊
長
）
水
野
清
一
、
　
（
考
古
美
術
斑
）
水
野
清

地
方
に
語
り
伝
え
ら
れ
た
伝
説
を
題
材
と
し
た
も
の
　
　
一
、
田
中
重
雄
、
林
巳
奈
夫
、
岡
崎
敬
、
　
（
地
理

は
つ
い
に
一
片
も
残
さ
ず
、
西
王
母
や
書
影
・
女
蝸
　
　
班
）
織
閏
武
雄
、
末
尾
至
行
、
　
（
歴
史
言
語
班
）

を
描
い
た
の
も
、
亦
注
意
す
べ
き
現
象
で
あ
ろ
う
。
　
　
羽
細
明
、
井
本
英
一
、
　
（
人
類
班
）
岩
村
忍
、
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
狩
野
直
顧
）
　
　
田
光
邦
、
藪
内
清
。

　
　
　
　
国
史
　
関
係

読
史
会
七
月
例
会
　
七
月
一
　
日
（
土
）

　
　
午
後
一
時
　
於
京
大
陳
列
館
浦
郷
室

　
明
治
三
十
年
の
労
働
連
動
　
　
　
　
山
本
　
四
郎

　
文
化
史
と
唯
物
史
観
　
　
　
　
　
　
三
叉
　
彰
英

大
阪
歴
史
学
会
春
季
大
会

　
穴
月
一
曇
日
（
日
）
　
於
大
阪
大
学
南
校

　
　
　
〔
二
代
中
世
の
部
〕

　
弥
生
式
異
化
獺
馴
に
あ
招
け
吋
0
晦
日
㎝
甲
山
↑
系
｛
口
目
地
性
遺
肱
脚

　
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
川
　
行
弘

　
律
令
官
制
に
お
け
る
皇
親
勢
力
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
薄
木
孝
次
郎

　
八
・
二
世
寵
に
お
け
る
二
二
挙
を
め
ぐ
？
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
照
　
　
晶

　
摂
関
制
下
の
武
士
　
　
　
　
　
　
　
上
横
手
雅
敬

　
平
安
末
期
の
国
衙
と
在
地
勢
力
　
　
工
藤
　
敬
一

　
　
　
〔
近
世
近
代
の
部
〕

　
元
和
期
に
お
け
る
幕
領
の
貢
租
　
　
朝
尾

　
享
保
期
の
学
問
と
教
育

　
　
i
三
宅
石
庵
と
中
井
甕
庵
i
大
月

　
近
世
河
内
狭
山
池
の
溜
池
分
水
　
　
福
島

　
士
族
叛
乱
の
社
会
的
背
景

　
　
i
と
く
に
土
佐
藩
の
場
A
ロ
ー
後
藤
脚

　
近
世
西
下
に
お
け
る
「
農
民
膚
の
分
解
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎

　
　
　
　
東
洋
史
関
係

東
方
学
会

　
イ
ン
ド
仏
蹟
踏
査
隊
報
告
講
演
会

　
六
月
志
－
九
日
　
（
金
）
　
午
後
七
時

直
弘

雅
蔵　明

」t』圭t

野．」

隆
三

毎
目
新
聞
京
都
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学 界潰息
　
イ
ン
ド
の
四
ケ
月

　
イ
ン
ド
の
古
代
美
術

　
イ
ン
ド
の
文
化

旧
綱
大
学
院
例
会

支
局
ホ
ー
ル

　
　
長
毘
　
雅
人

　
　
上
野
　
照
夫

　
　
長
広
　
敏
雄

　
七
月
十
一
日
（
土
）
午
後
二
時
　
陳
列
館
演
習
室

　
縄
魏
の
戸
籍
（
敦
煙
発
見
応
仁
様
文
書
残
郷
一
大

　
英
博
物
館
ス
タ
イ
ン
文
書
、
　
点
ハ
一
瓢
苔
万
）
　
に
お
け

　
る
課
戸
、
課
口
等
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
善
峰
　
憲
雄

　
　
　
　
薦
洋
史
関
係

読
書
会
例
会
　
於
繭
洋
史
研
究
室

　
　
六
月
二
十
R
【
（
土
）

　
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
に
お
け
る
転
換
期
・
政
治
権
力
・

　
　
民
衆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
　
智
勇

　
　
七
月
十
一
臼
（
土
）

　
　
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
あ
4
9
け
る
政
治
権
力
の
変
動
と

　
　
罠
衆
運
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
川
貞
次
郎

　
　
七
月
十
八
日
（
土
）

　
　
ア
メ
リ
カ
革
余
叩
に
み
4
0
け
る
政
仏
佃
権
力
と
畏
衆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
津
　
　
晃

　
　
七
月
二
十
三
鼠
（
木
）

　
　
十
一
月
革
命
…
－
革
命
勢
力
の
状
勢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
部
　
健
彦

　
　
　
　
人
文
地
理
学
関
係

人
交
地
理
学
会
特
別
例
会

　
　
七
月
十
三
日
（
月
）
i
十
四
日
（
火
）

　
　
　
於
長
野
県
福
島
町

　
　
　
　
名
古
屋
大
学
「
山
の
家
」

　
シ
ム
ポ
ジ
ウ
ム
「
産
一
蓋
地
域
雛
坦
造
」

　
　
わ
が
国
に
お
け
る
綿
糸
結
…
績
工
業
の
地
斌
構
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
鴫
　
明
子

　
　
地
方
工
業
地
域
の
構
造
　
　
　
　
伊
藤
…
喜
栄

　
　
日
本
工
業
の
地
域
的
構
造
に
つ
い
て
の
一
視
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
田
　
　
牽

　
　
大
都
市
近
郊
の
農
業
　
　
　
　
　
野
原
　
敏
雄

　
　
商
業
地
域
構
造
の
編
成
と
再
編
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
樋
口
　
節
夫

　
　
地
域
連
関
分
析
　
　
　
　
　
　
　
笹
田
友
三
郎

　
　
討
議
　
　
　
（
座
長
）
松
井
武
敏

　
　
　
　
　
編
輯
後
記

　
会
員
皆
さ
ま
に
は
、
そ
の
後
も
つ
つ
が
な
く
御
研

究
に
御
精
励
の
こ
と
と
存
じ
あ
げ
ま
す
。
四
二
巻
五

号
を
お
と
ど
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
河
地

氏
を
は
じ
め
と
す
る
論
稿
か
ら
書
評
・
紹
介
に
い
た

る
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
と
質
を
も
っ
て
、
歴
史
学

の
分
野
に
お
け
る
生
産
性
の
向
上
に
資
す
る
と
こ
ろ

大
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
こ
数
年
来
は
、

毎
年
、
い
や
毎
月
に
で
も
お
び
た
だ
し
い
数
の
歴
史

論
文
が
う
み
だ
さ
れ
て
ま
い
り
ま
す
が
、
わ
れ
わ
れ

の
『
史
林
』
も
こ
の
歴
史
学
の
洪
水
に
お
ぼ
れ
て
し

ま
う
こ
と
な
く
、
常
…
に
充
実
し
た
内
容
［
が
隔
番
を
か

ざ
ら
ね
ば
な
り
ま
ぜ
ん
。
会
員
皆
さ
ま
の
御
研
鐵
の

成
果
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
最
後
に
い
つ
も
な

が
ら
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
紙
代
の
未
納
分
な

る
べ
く
早
く
お
納
め
下
さ
い
ま
す
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
申
村
幹
雄
）

一二

ﾖ嫉

ﾘ瓢

?
∫
五
囲
獅
欄
　
　
定
価
一
八
O
円

　
史
　
林
（
第
四
瓢
巻
　
第
五
号
）

　
　
　
　
京
都
市
左
京
区
畜
田
本
剛

　
　
　
　
京
鰍
大
学
文
学
部
内

発
行
所
史
学
研
究
．
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
擾
響
京
蔀
五
一
五
五
薔

　
　
　
　
　
　
　
理
事
長
　
　
宮
崎
市
定

　
　
　
　
　
　
　
編
集
主
任
　
　
赤
松
俊
秀

　
　
　
京
都
市
下
京
区
西
七
条
卸
所
三
ノ
内
褒
町
九

印
刷
所
　
中
村
印
劇
株
式
会
社
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